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理学者 R.S. ダウニー（Robert Silcock Downie）らによる過渡的考察（1974）2 を経て，アメリカの
教育哲学者 F. シュラグ（Francis Shrag）の 1977 年論文 3 によって本格的に取り上げられ出したも
のである。そしてその後の展開としては，とりわけデンマークの教育哲学者 S.E. ノルデンボ（Sven 
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に為された行為は，明らかにその人自身のために為されたものであり，そのために一般的にはパター
ナリスティックであると見なされるが，しかし実はこれは侵害原理という根拠により正当化されて
いる，とするのがリーガンの議論である。より具体的には，2 歳の子どもが 10 年を経て 12 歳と成
長した時，その子が元々の人間と「人格同一的である」と見なすことは，教育的な観点に立った場




























02A-102-帖佐.indd   18 13/03/07   14:53















そしてこの人格同一性の議論は，思想史的には J. ロック（John Locke）の『人間知性論』（An 
Essay concerning Human Understanding）の第 2 版（1694）以降に付け加えられた，第 28 章「同一性
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元主義である。これは，人格（の同一性）は記憶や身体といった経験的事実（の同一性）には還元
し得ない，何らかの「他の事実」（other fact）であると捉える立場であり，先述の『理由と人格』（1984）
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での人格と異なる性格・特徴を示す場合，T1 における人格と T2 における人格は異なる人格である」
といったものであり，これがリーガンにおける，将来的自己と現在の自己を区分する際の理由付け
であると推察される。
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ズム論の先駆的論者 F. シュラグが，1977 年に提起して以降議論されているテーマである 23。また
このシュラグ以降も，1980 年代にはオーストラリアの法哲学者 J. クライニッヒ（John Kleinig）24，
1990 年代から 2000 年代にかけてはアメリカの倫理学者 T. シャピロ（Tamar Schapiro）25，さらに
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3．「大人−子ども区分」の正当化論
（1）F. シュラグの「大人−子ども区分」の正当化論












ナリスティックな処置を自明視するもので，シュラグによれば少なくとも J.S. ミル（John Stuart 
















（b）合理的意思決定能力（ability to make rational decisions）ないし合理性（ratinality）
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こうして彼は，その後も I. カント（Immanuel Kant）に示される自己充足能力（ability to be self-
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いくこととしたい。
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